
■■ワークブック問題とは■■
○小中学校全学年の児童生徒が、放課後学習や家庭学習において自主的に学習することができる教材です。
　○各学校が自校の実態に応じて使うことができる教材です。

　○一人ひとりの児童生徒の目標に応じた支援が可能な教材です。

■■小学国語ワークブックの特徴とねらい■■
　①特徴
　　　各シートは、学習指導要領の「書くこと」および「言語事項」「読むこと」の内容にそって作成しています。そのまま使用していただけますが、使用される先生の目的に応じて加工し新たなシートを作成することも可能です。

　　　家庭学習、放課後学習ではもちろんのこと、朝の学習や授業中に継続して活用するなどの使い方の工夫もできます。
　
②ねらい

　　○生活の中の様々な場面における「言葉」を使う活動についてシートを通して行うことにより、言葉を使うおもしろさ、言葉への興味を高め、言語生活を豊かにすることをねらっています。
　　○ことばあそびのように楽しむことができたり、日常生活のふとした場面を意識して取り上げることにより、身の回りの言葉への意欲・興味・関心を高めます。
　　○シートはすべて「書く」ことによる言語活動です。「書く」ことに慣れ、抵抗をなくします。
　　○問いかけの工夫により、相手や場面などを意識して表現できるようにしています。

　③シートについて

　　○問題シートと解答シートが連続した２ページ構成になっています。問題シートも児童が一人で取り組むことができるようなヒントやナビがついていますが、必要に応じて、解答シートを解説として、問題シートとともに配布し、児童に取り組ませるのも良いでしょう。
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